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一
、
は
じ
め
に

吉
益
東
洞
の
「
医
方
古
言
』
は
、
吉
益
辰
の
「
東
洞
先
生
著
述

書
目
記
」
に
も
見
え
ず
、
僅
か
に
「
国
書
総
目
録
」
及
び
『
古
典

籍
総
合
目
録
」
に
『
医
事
古
言
」
の
別
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
に

過
ぎ
な
い
。
他
方
、
『
医
事
古
言
』
は
、
前
掲
「
著
述
書
目
記
」
に

「
古
書
医
言
」
の
前
身
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
刊
本
（
文
化
二
年
・
同
五

年
）
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
医
事
古
言
』
に
は
、
演
者
の
管
見
に
及
ん

だ
も
の
だ
け
で
も
十
部
近
い
写
本
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
多
く
が

『
医
方
古
言
』
と
題
号
し
て
い
る
。
又
、
そ
の
い
く
つ
か
（
例
え
ば

北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
所
蔵
本
）
に
は
、
文
化
二
年
以
前

の
識
語
が
あ
る
。

か
く
し
て
、
「
医
方
古
言
』
と
は
、
「
医
事
古
言
」
が
校
定
・
刊

行
さ
れ
る
以
前
の
原
本
の
繕
写
本
の
題
号
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

弼
吉
益
束
洞
「
医
方
古
言
」
孜舘

野
正
美

る
の
で
あ
る
。

二
、
「
医
方
古
言
』
と
「
医
事
古
言
』
の
比
較

そ
こ
で
今
、
こ
の
「
医
方
古
言
』
を
刊
本
「
医
事
古
言
」
と
比

較
し
て
得
ら
れ
る
所
見
の
い
く
つ
か
を
、
以
下
に
い
さ
さ
か
挙
げ

て
み
た
い
。

①
『
医
方
古
言
」
（
以
下
、
医
方
と
略
記
、
底
本
は
、
演
者
み
ず
か

ら
校
合
し
た
自
家
本
を
用
い
る
）
に
、
『
准
南
子
」
（
主
術
）
の
一
文
に

対
す
る
東
洞
の
注
記
と
し
て
八
鶏
毒
者
附
子
也
Ｖ
と
あ
る
の
を
、

刊
本
『
医
事
古
言
』
（
以
下
、
医
事
と
略
記
）
で
は
、
源
信
綱
が
「
准

南
子
」
高
注
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
八
鶏
毒
者
烏
頭
也
Ｖ
と
改

め
て
い
る
。
こ
れ
は
し
か
し
、
更
に
後
の
「
古
書
医
言
」
に
お
い

て
、
烏
頭
と
附
子
は
同
一
物
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
薬
徴
」

に
よ
れ
ば
、
確
か
に
東
洞
は
こ
の
見
解
を
執
っ
て
お
り
、
医
方
の

こ
と
ば
は
、
東
洞
が
『
広
雅
』
（
釈
草
）
の
八
実
毒
、
附
子
也
Ｖ
に

よ
っ
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
源
信
綱
は
東
洞
の
本
意
を
理
解

し
な
い
ま
ま
、
た
だ
単
に
「
准
南
子
』
高
注
を
見
て
校
定
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

②
『
論
語
」
（
子
路
）
の
一
文
に
つ
い
て
の
八
鄭
玄
日
、
言
巫
医

不
能
治
無
恒
之
人
、
何
則
無
恒
之
人
不
能
守
医
之
言
Ｖ
と
い
う
．
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メ
ン
ト
を
、
医
事
で
は
鄭
玄
と
東
洞
の
発
言
を
明
確
に
分
割
し
て

八
鄭
玄
日
、
言
：
…
．
Ｖ
と
八
為
則
日
、
何
則
無
恒
：
：
．
。
Ｖ
と
載
せ

て
い
る
。
果
た
し
て
「
古
書
医
言
」
に
お
い
て
は
、
更
に
詳
し
く

諸
説
を
も
引
い
て
敷
術
し
て
い
る
。
医
方
が
医
事
の
下
書
き
的
存

在
で
あ
る
こ
と
、
及
び
源
信
綱
の
適
切
な
校
正
の
跡
が
窺
え
る
。

尚
、
源
信
綱
の
校
定
と
し
て
は
、
他
に
、
「
国
語
』
や
『
関
尹
子
」

の
部
分
が
医
方
で
は
分
散
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
医
事
に

至
っ
て
は
整
理
さ
れ
て
、
ひ
と
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
指
摘
さ
れ
得
よ
う
。

③
「
易
経
」
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
に
八
夫
易
不
可
曲
要
、
故

是
・
・
・
・
：
Ｖ
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
八
易
不
可
為
典
要
Ｖ
（
『
易

経
」
繋
辞
下
に
よ
る
）
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
推
さ
れ
る
も
の
の
、
医

事
に
お
い
て
は
八
夫
易
不
可
曲
要
枚
、
以
是
…
…
Ｖ
と
、
更
に
誤

り
を
重
ね
て
、
い
か
よ
う
に
も
訓
じ
よ
う
の
な
い
文
章
と
な
っ
て

い
る
。
確
か
に
八
枚
Ｖ
字
の
あ
る
医
方
も
あ
り
、
必
ず
し
も
全
面

的
な
源
信
綱
の
校
定
不
足
と
は
言
え
ま
い
が
、
や
は
り
問
題
の
残

④
医
方
に
あ
る
『
鵲
冠
子
」
・
「
斉
丘
子
』
が
、
医
事
で
は
冊

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
但
、
「
古
書
医
言
」
で

る
と
こ
ろ
で
は
あ
ろ
う
。

は
復
活
し
て
い
る
。
或
は
頁
数
の
関
係
で
あ
ろ
う
か
。

⑤
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
文
化
二
年
版
医
事
に
お
け
る
第
二

八
丁
と
第
三
八
丁
の
錯
簡
（
文
化
五
年
版
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
）
は

見
ら
れ
な
い
。

三
、
ま
と
め

以
上
、
従
来
の
諸
説
を
覆
す
が
如
き
所
見
は
な
い
も
の
の
、
「
医

事
古
言
』
の
原
本
の
面
目
を
窺
わ
せ
る
好
資
料
と
し
て
の
『
医
方

古
言
」
の
内
容
を
概
観
し
、
こ
れ
を
「
医
事
古
言
』
と
比
較
し
て
、

い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
既
に
い
さ
さ
か
発
表
し
た
小

論
と
合
わ
せ
て
、
東
洞
の
医
学
説
の
足
跡
を
跡
づ
け
、
又
そ
の
『
古

書
医
言
』
成
立
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
一
端
と
な
し
う
る
も
の

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
日
本
大
学
文
理
学
部
）


